
外国人患者が地域で安心して受診できる仕組づくり支援事業

○外国人が症状に応じて安心して地域の医療機関に受診できる仕組が必要 

 ◆外国人人口の多い区市町村 （平成２９年１０月１日現在の人口、「東京都の統計」（総務局）より） 

  １位 新宿区（１２．３％） ２位 豊島区（９．５％） ３位 荒川区（８．５％） ４位 港区（７．８％） ５位 台東区（７．３％） 

 ◆訪都外国人旅行者の訪問先 （「平成２８年度国別外国人旅行者行動特性調査」（産業労働局）） 

  １位 新宿・大久保（５６．９％） ２位 浅草（４８．２％） ３位 銀座（４８．１％） ４位 渋谷（４３．９％） ５位 秋葉原（４１．２％）   

 ◆外国人宿泊者の多い区 （「宿泊旅行統計調査」（ＪＮＴＯ）） ※平成２９年１０月の外国人実宿泊者数 

  １位 港区（１２４，２６９人） ２位 千代田区（７４，１０８人） ３位 新宿区（７３，６３７人） ４位 中央区（７１，６００人） ５位 台東区（３２，４９７人） 

 

 特に外国人が多い地域において、地域の特色に応じた受入れ体制を構築する。 

● 外国人患者受入れ体制の構築についての連絡会議 

 ・ 地域の関係者（医療機関・医師会等関係団体・区市町村・宿泊施設・薬局等） 

  間の意見交換や情報共有を通じて連携の強化を図るとともに、地域の実状に応 

  じた課題を抽出して、地域の特色に応じた外国人患者の受入れに関する仕組づ 

  くりを行い、取組を進める。 

 ◆ 実態把握 

  ・ 外国人患者を受入れることができる医療機関及び外国人対応力の把握 

  ・ 宿泊施設等関係施設における外国人患者の対応状況の把握 

 ◆ 外国人患者の受入れに関する仕組づくり 

  （例） 

  ・ 中核病院に外国人患者を紹介する際のルールの確立 

  ・ 関係施設から医療機関に外国人患者を紹介する際のルールの確立 

  ・ 夜間、休日の対応方法    

  ・ 医療通訳の共同利用方式の構築 等 

 ◆ 事業報告書・地域連携マニュアルの作成 

現状と課題 

事業内容（案）  

実施地区 

平成３０年度は以下３地域を想定。 

３地域それぞれで事務局病院を選定する。 
 

①新宿区周辺  

②渋谷区・港区周辺  

③台東区周辺 

平成３０年度予算案 
 

２１，７００，０００ 円 

※地域により様々な現状・課題があるため、取組内容は地域により異なる。 

地域の特色に合った外国人患者の受入れに関する仕組を作り、地域の医

療機関・関係施設が連携して外国人患者に対応できる体制を整える 

実施方法  

・実施地区において地域のネットワークの中核を担い、中心となって外国人患者の受入れの仕組づくりを行う病院を事務局病院として選定する。 

・事務局病院を中心に、外国人患者の受入れ体制の中核となる病院（中核病院）を選定の上、地域の医療機関と宿泊施設等関係施設との連携した取組 

 を進める。 
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